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序　　　文

まちにはそれぞれの気候や風土によって生まれた建造物があります。宇都宮市においても，

特産の人谷石などを使った石造建造物が数多く見られ，これが本l－けの個性となってtlます。

‘十都宮の属し景にすっかりとけ込んでいる大谷んなどをmいた石造建遣物は，宇都宮で′‾巨活

する人々にはごく普通の風岩で．石蔵は郊外に行けばあちらこちらで見ることができます。

郊外に比べ敷こそ少ないですが，市小心部にむ石蔵は現存しており，その姿は．－】ィき商都宇都

宮を偲ばせます。しかし，この見慣れた風景が全国的に見て，宇都宮独特のものと気づく人

は，意外と少ないかもしれません。

平成7隼には旧篠原家住宅の上屋と：う棟のホ蔵とが市の文化則■に指定され，近隼，宇都宮

の石造建遣物が注目されていますし1

本市教育委臼会では現存する石造建造物の調査を行い，その成果をみなさんに緋介しよう

と本間√を編集しました。この冊了・が皆様が「字都需のれ造建造物」を理解する上でのf助

けになれば幸いに思います。

最後になりましたが，現地に赴き嗣奄してくださった調査員の方々，聞き取りにご協力く

ださった方々に厚くお礼申し卜げます。

平成9年3H

乍都営市教育委員会

教育長　大塚　一之
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ま　え　が　き

本Ⅲ子は．平成7年度に宇都宮市教育委員会がrFi文化財保讃審議委員会の答叫を受け．市

史化財調査員涌蘭の一環として実施した，「石造建造物調査」の結果をもとにまとめたもの

です。

l■月調査は市内全域を対象として実施されました。木冊‾7・はこれをもとに事頗局（市教育委

員会文化課）の職員が追加調査を行い，編集にあたりました。

本冊了・は，多くのノ／々に実生活にとけ込んでいる石造建造物を，できるだけ多く紹介する

ことを第・の目的として編集しました（〕そこで，専F叩ノな記述は極力避け∴現状の写真を11‾■

心に掲載しました。

なお，この「石造建造物調査」は以下の組織で調査をしましたて，現地調査において多くの

方々のご協力を仰ぎましたこと，心からお礼を申し上げます。

●宇都宮市文化財快諾審議委員（平成7年・度）

渡辺　安友（委員）富　　祐次（副委日長）塙　　静夫（委員長）人金　′責克（委員）

橋本　さ琶朗（委員）阿吾β　　昭（委員）　　村村　祐司（委員）　人京　洛良（委員）

森谷　　憲（委員）小林　幹夫（委員）

●字絆．卑車文化相調査H【（）l人Jは調査員の相当地区】（平成7年度）

河合　芳幸（一条）　塚田　宗雛（陽北）　酒井　光・（旭）安野弥　一郎（陽南）

日揮とも子（陽西）　高藤　常松（星が丘）清水　　昭（陽東）小林　哲人（泉が丘）

粂川　弘l桐（舐出）　僻也i仁一二（平子て）　塘本佃一郎（清原）木嶋　　宜：（横川）

坂寄　悦男（瑞楷野）lド塚　良雄（豊郷）　′jl塚　　博（岡本）阿部　　昭（城川）

福田　　撲（富屋）　阿久津義正（篠井）　絵面　昭男（姿川）′J鳴豪市郎（た営）

●宇部′岳市教育委員会文化課文化財保護係職員（平成7年度）

横堀　杉生（文化課長）　手塚　英男（文化財保．護係長）　梁木　　誠（指導上事）

小松　俊雄（指導主事）　大塚　雅之（指導主事）　　　富川　　努（指導主事）

神野＋安仙（指導主事）　今平　利幸（指導主事）



1『宇都宮の石造建造物』の調査について

本Ill十子は宇都南車文化財調査員活動の一環として奨施した「平成7年度課題別　■斉調査」のテ

ーマ『与：都営の石造建造物』の結果をもとに，その後．文化課職員が追加調査したものをまとめ

たものです。

1　日　的

宇都宮市内には巾の持産品となっている人谷イ＿iを用いた建造物が．現在でも多く見受けること

ができます。しかしながら，建造物に用いた大谷石自体の方命や人々の社会生活の変化によって，

大谷石の建造物が徐々に消滅しているのもホ実です。そこで，llf内にある大谷石を川いた建造物

の悉皆調査を実施し，記録に残すことを目的としました。

2　調査対象

『石造建造物』の調禿対象は以下の基準を言削ナて行いました。

・第‘．次11ヒ界大戦以前に建造されたもの

・人谷石等を用いた七厘・ホ戚（伏′ト犀・味l帆l葦等′」1規傾なものは除く）・教会・倉庫等の建

造物

・人谷石等を尾根・腰壁（張石・顧石）等に囲いた建造物（神社・．■f院・門等の建造物も含む）

なお，イi蔵に関しては樺告数が多く，ページ数の都合⊥本間／・では，明治初期（明治15隼）

以前に建造されたもののみの掲載とさせていただきました。

3　調査方法

（1）調　査

調査はl自二様現地に行って聞き取り調査をIl－1心に行いました。なおそれと平行して写真損影や

スケッチ，計測なども行いました。

（2）まとめ

「イーi條建造物調度ユ‘ミ」に調査船果を言J録し．′ヴ真やスケッチを添付しました。

（3）調査地区

調布地区ば‾r都ノ菖Ilf全域で行いましたが，各調査員は原則として相当地区内の調麿を行いま

した。

4　調査結果

調査日からは661什の調査票が提什■され，この内石蔵は583什と人部分をしめています。

文書・棟札や梁などへの盟一空で建築年月が判明したイーl蔵は2・42棟で，これらを屋根の材質（大

谷イゴなどを加丁した　旺∬引軋　と『瓦屋根』），壁の形態（浬く削った大君石などを釘で張り付け

た『張石壁」と，丘十心〔15川×ニ川cmX90cllり　を泉■jみ卜げていく『顧ホ壁』）とに分蝕し

て考察した結果．大【［時代に石屋根が減り瓦屋根が増えています。同様に壁に関しても張イr壁か

ら桜石壁へと人正時代に変わってきているという，おおまかな傾l「・jをつかむことができ，その他

Ilfムで年弓▲を確認したものについても．おおよそ川じ傾向であることが確認できました。

今Idこの結果に事務局の調査を加えて本間／▲にまとめました。これらパ造建造物のほとんどが

個人所有となっておりますので，見学される場合は，所有■古の許可を受けるようにしてください．＿㌔

－1－



I　宇都宮の石造建造物の歴史

寸渚障れ有ノ1には，人省石などの淀紬広告を川

いた建造斗勿が多くあります。ニの凝灰岩は東

和二約8km．1ヰりとに約37L皿にわたり埋蔵さ

れ∴宇都内≠内では，「卜し部から北西約7Lm

に位置する大谷町を小心にこのホを産什－して

います。また一　座■山地により田下石・桜仕l石

などと様々な名前でも呼ばれ，それぞれに色

合いなど多少の遠いがあります鳥　また，石材

としての持徽は，耐震・耐火・耐久件に富み，

れ質が柔らかいため加⊥がl′l在ということが

あげられます。

大行イfなどの避依岩が建造物に使用された

脛史をたどると．．1用賀時代までさかのぽりま

す。姿川・口川流域には，7世紀代に造られ

たいくつかの占」で宣に．凝灰岩を組み合わせた

横穴式石室（埋葬施設）が見られます。また，

江戸畔代の本多【仁純による宇部官城改修の際

にも，「川野町から抹敬した大谷石が使われた

と言‘われ∴江戸Il，什じ後ゝllには∴荒両神神の石

恒修理にも使われたとも1われています。

汀J用寺代前期には農間渡世（農民が農票の

合間に行う営業・稼業）の形態で，商品とし

ての切■リ1しと販売とが行われていました。特

に18世紀後ゝ11以降は，貨幣経済の発展とと

もに盛んに行われるようになりました。明治

7年の「建築石板調」には，明治時代以前に．

人谷ホがホ升テ可岸から鬼怒川の舟運を利川し，

「石の里」大谷

大谷石の採掘跡

江戸に什．荷されていたことが記されています。亡霊

明治時代にはいると．東京をはじめとして

関東一円に販売網が広がりました。大谷イiの

名前を令l玉＝二広めた建造物として，人Il二11

年建設のIll帝国ホテル（愛矢∩県人【ll市明消封

に中央玄関を陳〟）が挙げられます。大谷石

を使用したこの建造物は1大正12年1＝」の

関東人震災において焼け残り，人谷ホのl耐火

性・耐震性が全l一上＝二知lれわたりました。

・ノ／．車l伸二造られた代表的な石造建造物

では，人」L末期－11／持IJ初期頃の人谷公会彗

（市lノ可人谷田＝二現〟），l廿印3年の下郡′削’労l■二

会議所（lけ内Ill央公園に　一都保〟）．町用17年

十里木古墳石室（天井石）

ー2－

十里木古墳石室（奥壁）



のカトリック松が峰教会札粁堂（市内松が峠

1j▲∪に現〟）．昭利8咋・の蓼l本望公会′j‾：都宮

」1■三ヨハネ教会礼拝登（欄内桜2」■Hに現存）

昭利10年の栃木県教育会館（町用15〇隼に

解体）などがあげられます。

民家における石造建造物に∪を向けますと，

第　二次Ilt界大戦以前に造られたホ蔵は，明

治・大正吋代のL層農家の冨の象徴として建

てられたものでした。機後，農地改革や農作

業の機械化に伴い／l二塵力が増し，多くの農家

の地ホーくが向上すると，これら農家が冨の象徴

としてん蔵を建て，農業設備を充′長させるた

めに，納局等の石蔵以外の付属建築物も増加l

し，下J主などにも便＝されるようになりまし

た。

石Jlも宅における了ての使い〟では，戦前は熊石

様式（外壁に化粧材として板状の石を張る）

が小心でした。この様Jlこには縦張りと横弓長り

とがありますが，縦弓長りの方が占くからある

様式です。戦後になると，顧不様式（イほブ

ロック状に頼み上げて鞘を構成する）が中心

となってきます。この変化は，下に輸送手段

に関係しています。明治時代のlトL朝な輸送

干▲招は馬であり，運べる石の人きさや撞は限

られていました。ところが戦後，トラックな

どの交通T」て貨の発達が，大きな√1を大足に遊

ぶことを・寸能にし，積石様式が普及したので

す√1尾根の形態にも年代的変化があり，戦前

は石屋根（石を瓦のような形に加⊥したもの）

が多く，戦後になると現在多く見られる瓦屋

根に変化してきました。しかし，石尾根は最

近，瓦屋根やトタン屋根に改修されたものも

多く．現在．撞根の材料だけでは一概に隼代

を判定できません。

以上，簡単に宇都宮のイl造建造物の歴史を

紹介しましたが．これが本編をご覧になる際

にお役に立てば辛いです。

二荒山神社の石垣

「弘化三年」の銘（二荒山神社）

－3－

宇都宮商工会議所の玄関



皿市内の代表的な石造建造物
○旧篠原家住宅

主　屋　石蔵Ⅰ石蔵Ⅰ　石蔵Ⅱ（宇都宮市指定文化財）平成7年11月27日指定

所在地　今泉1J‘目4－33【旭地区】

所有者　半郡宮巾

・主　屋

「旧篠原森住宅」主屋　石蔵Ⅰ

年　代　明治28年（1893）梁の墨．1洋二よる

規　模　絶床面積：331．241¶】（1階172．24n122階159．0011f）

2階建1階人谷石版石壁　瓦葺屋根

篠原家は戦自‾h‾までは醤紬醸造や肥料の

販売を醤む，十都営では有力な商家の　一

つでした。二の七尾は．ノ占部分と住群部

分とが－一体化されているため，1・2階

仰せて100坪という人規模なものとなって

いますし′　外観は黒潮掘を円いるとともに．

順までの部分を人谷石を張って外壁とし，

11地を嘩と同じ黒漆喰の†毎良川二卜げとし

ています。45cll】角のケヤキの人黒什や2

隅座敷の4．5m幅の床の聞など，簡素なが

ら良い材料をふんだんにHいた豪勢な建

物となっています。また，店先の格子も

草：々たる風楕をノlラ作るのに大きな役割を

果たしています。

旧篠原家住宅費地平面図

4－



帳　場

・石炭Ⅰ

年　代　明治28年（1893）梁の監こ封二よる

規　模　延床面梢39．64【¶T　2階建全面人谷イ＿f張石壁　瓦葺犀根

座　敷

石蔵Ⅰ立面図

石歳lは所蔵と呼ばれ．主屋と同じ平に

造られましたり　もとは主屋と伽‾‾lごでつなが

り．酢厘感堤で仙人りできました。壁は人

谷石の張咽で，∪地や入り口の扉は†二R‾…と

川じ果漆喰の仕上げです。なお，l句部の壁

は全面鉄板が張られています。これは後に

隣犯のため付けられたものです。

・石蔵Ⅱ

石蔵Ⅰ立面囲



年　代　嘉永4年（1851）梁の墨書による

規　模　延床面積70．14m7　2階建　全面大石イ‾日長石壁　瓦葺屋根

石慮Ⅷは文庫蔵と呼ばれ，1階には11用

品を，2階には喜箱や美術－－．卜者物を巾ノLゝ

に納めており，日常便十の蔵であった事が

分かります。壁は石蔵Ⅰと同じく大谷れの

貼右を用いた男漆喰什上げです。

2階の梁には「篠原友イ「衛円安親建せ

大⊥稚梁留＃」と盟でかかれています。

着物を入れておいたタンス
・石歳皿

年　代　石蔵Ⅱとほぼ同町爛

規　模　廷昧面相41．18」げ　2階建1階大谷石張石曜　瓦呈i‥犀根

石蔵Ⅲ立面園

この蔵は，もともと篠原家で醤油を醸造して

いたときの道貝などを人れておいた蔵です。建

築時は2階建でしたが，第二次世界大戦後，2

階の床が取り払われてしまい．現在は吹き拙ナ

となっています。石蔵Ⅰ・uの窓と人【lが開き

テ‾－なのに対し，√l蔵Ⅲでは引き卜になっていま

す。この引き）叩）お側には，装飾とl靖犯を兼ね

たと思われる大踵が才j‘ち付けてあります。この

戚も人谷イiの張石を1階部分の日出二用いていま

すが．2臍の堅と∪他の海鼠は白i■封喰仕上げで

す。

－6

扉の裏側の大鏡



（⊃日本聖公会宇都宮聖ヨハネ教会礼拝堂

日本聖公会宇都宮聖ヨハネ教会礼拝堂

竣工年　昭和8年（193：う）

所在地　桜2‾」▲「13番27L才一陽州也区】

所有者　汁本望公会北関東教区

規　模　延床面顧208．27111ど（1階194．06111コ　Z階14．2111f）

平尾建（熔部2階建）鉄筋コンクリート造　全面入谷石張山里　銅板葺尾根

l静かな住宅地の■l・にある愛憐幼職場の敷地内に．素朴な大谷すての外観を持つ教会世があります。

型公会の教会らしぐ質素なたたずまいを見せていますが上長〟形の礼拝堂に四角い鎧塔を付けた

ものとなっており，やや重い印象があります：，しかし，それを大谷ホの督感が和らげ，全体とし

て安定感のある建物となっています。

人谷石の外観とは　一転して，内部はl川げた木の梁を見せています。これはさながら，逆さにな

った船底のような印象を与えますが，全休としてはリズミカルで怪い印象ながら，気品のある空

間となっています。窓や扉の建貝なども献掌当時のものがそのまま残り，それ自体が貴重なもの

となっています。

礼拝堂内



○カトリック松が峰教会礼拝堂

竣工年　昭和7年（1932）

所在地　松がl峰1J‾日1－5

【旭地区】

所有者　カトリック浦和教区

規　模　廷床面積953．77nl±

（建築Ir【i梢404，21¶上）

4階建錨瀾付き（塔）

銅板芦屋根

カトリック松が峰教会礼拝堂

ぎ風，／ノ・▼－ふ二

1・－・l

現在日本に残る最人の人谷｛i建造物であるこの教会は，教会建築においても北関東で屈指の規

模を誇ります。鉄筋コンクリーllの躯体に大谷イlを張った教会甥は，2木の尖塔をl［l両に持つ本

格的なロマネスク様式となっています。

大止Il寺代，フランス人のカジャック神父が抱いていた献堂の志を，弟√であったフロジャック

神父が′jlき継ぎ．昭和7牛11日に献せしましたQ云鮎‾卜者はスイス人のh・・ix．ヒンデルで，剛和二

多くの教会関係の建造物を残すとともに，「北淘道の近代建築の問抑者」といわれていました。

建築耳裾は1階を幼稚園としていましたが，規正はホールとして利用しています。2階は礼拝

常で．もとはm敷きでしたが，′iて都宮空襲で被災して屋根及びZl笥の昧を消失したため，戦後の

再建で床張りとされました。3階から卜は尖塔部分で∴う階は聖歌隊楠．41楷は鐘凝で槻時叫の

金属旭川文で失われたアンジュラスの鐘が，H召和57隼に再現されて）三しい音色を響かせています〔ノ

大谷石で装飾した礼拝堂内の柱
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○小野口家住宅の石造建造物群

所在地　伴l野町l城山地区】

年　代　（別　表）

所有者　′」1野Il氏

小野口家住宅の長屋門

′」ゝ野Il家は江卜時代から艮らく圧尾をつとめた農家です。局敷囚には6イ如）オi造建造物が存在

し，t犀を頼り囲むように建てられています．－．ニの配間は，′jノ都畠近辺における典型的な豪農の

犀敷構えです．⊃　これらの建造物は文政8年（1825）から人【l二期にかけて建造されたもので．隼代

によって構造上の椚違がみられます。汗「割から明泊初期に建てられたものは．人？iホの溝板を

木造の枠組みに張り付けた弓上汀i様式で，明治後料から人l卜期に建てられたものは，角石を積み卜

げた損イi様」Ⅹを川いています：，

名　 称 構　　　 造 隼　 代

前 の 成 張 了i 仁台 積 石　 丸 犀 根 （旧 石 屋根 ） 汁 「 末 別 （推 定）

長 犀 門 張 石　 瓦 屋 根 （ll＿l右有＝i棍 ） 明 泊 9 年 （18 76）

lH 乾燥 小 屋 楷 石　 丸 J室根 （l「†トタ ン尾 根 ） 杢 一中 期 （推 定）

堆 肥 舎 績 石　 丸 屋 根 lリー1治 後 剃 （肺 定）

裏 の 蔵 張 石　 瓦 屋 根 （lL＿lん岸 根 ） 文政 8 年 （18 25）

酒　 蔵 張 石 腰灘 ll タ ン屋 根　　　　　　　　　 叩 治 5 年 （18 72）

－9－



酒　蔵

（⊃大谷公会堂

所在地　人谷‖り■1：う141城山地区】

年　代　人正末期～昭和初別項

所有者　宇都宮市

規　模　約22．3mX約11．1m

人正時代心肝→l出師時代初期畦＝二

建てられた城山地区の公会蔓です。

この建物の特徴は装飾用の4本の柱

で．そこに刻まれた彫刻は，帝国ホ

テルのものと似ています。

裏の蔵

全面大谷石桜造　平屋建　スレートごi：屋根

大谷公会堂

10



Ⅳ‾市内に所在する石蔵
N〔11

建築時期

所†仁地

規　　模

屋　　根

璧

使用石材

1ゝ＿＿■

建築Ilゝ1凋】

所7‾E地

規　　模

撞　　根

堅

使用ん材

N（1．3

建築畔別

所在地

規　　模

屋　　根

璧

使川石村

卜（‾い1

建築時別

所ハ三地

規　　模

屋　　根

壁

使用了‾‾i材

明治初欄（口伝にて確言創

大寛2丁‘目l・粂地区】

2階建　5問×5問

丸尾根

全面積石壁

人谷石

汗い時代（∩†ムにて確認）

河原l】11■【旭地lメニ】

2階建　2．5間×3．5「和

瓦尾根

楷拙慨壁

人谷石

文化2年（棚札にて催云創

＿1番町【旭地区】

2階建：う同×2聞

瓦Jぅ…根

仝面張石Ⅶ

人谷イ＿i

叩治4年（桃札にて確認）

簗瀬1丁目【旭地区】

2階建　こう問×2問

丸尾根

張イ川要壁

大谷パ

111－・



Nr〕．5

建築時期

所在地

規　　模

犀　　根

壁

傾什＝＿i村

N（1（i

建築時別

所在地

規　　模

屋　　根

壁

仕用了て材

N（：17

建築時期

所7t地

規　　模

屋　　根

璧

使川石材

1u8

建築時期

怖在地

規　　模

屋　　根

壁

使用ホ材

明治14年（裸札にて確認）

簗漸1J‘日【旭地区】

2階建　2，5間×2問

丸尾根

全面張石嘩

人谷石

明治1／川二（棟木Lにて催．i忍）

江田n明【l場両地は】

21筍建　3問×2．5問

丸犀根

全面張｛明

人谷石

江戸lけ代（＝毎にて確認）

川【」」町【l場南地区】

2階建：う間×2．5問

丸尾根

破イ＿川那差

入谷イi

明治14年（柚札にて椎認）

川口1町【陽南側僻】

2階建　二う聞×2．5閉

止届根

張イ川要壁

人往山

－12　－



㍉（19

建築時期

所在地

規　　柏

屋　　棍

壁

使用石材

ト0．10

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

璧

使川石材

No．11

建築時期

巾（【三池

規　　模

屋　　根

壁

使川千丁材

1rユ12

建築畔期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

明治初期（口伝にて確認）

鰍′l叩」‘【l；別封也区】

2階建　3同×2問

丸屋根

全面積石壁

大谷すて

明治10隼　り1kにて確認）

イi井町【陽東地区】

2階建　6問×2．5間

瓦屋根

仝l妬債石壁

人谷石

明治初爛（lり∠さにて紬離

峰」」■l。l【陽東地l＿亘】

2隅建　4間×2．5間

石屋根

張石腰局．で

人谷fi

l‾作治初期（Jりヱミにて確認）

岬1丁臼【陽東地区】

2隅辿　4問×2，5問

丸屋根

全面も一山壁

人谷山

－13－



Nりユ3

建築時期

所在地

規　　模

犀　　板

壁

使用石材

N（）．14

建築lり】期

所／仁地

規　　模

犀　　根

璧

使用イ調■

N（‾〉．15

建築時期

所在地

規　　根

尾　　根

こ：．i

使＝イi村

N（116

建築時期

所山地

規　　傾

屋　　根

壁

似月イーr村

明治初期（l‾l（⊥ミにて確認）

l二欠町【宮の原地区】

2階建　4間×2．5問

イi尾根

全面ヴュ討＿灘

大谷石

明泊10牛（椀札にて確認）

1二欠町【宮の偵地lメ】

2階建　4間×2．5閃

瓦ノぅー圭根

11rli張パ璧

大谷イi

明治初期（＝†よにて確認）

鶴‖川【′．恒7）規地区】

2階址　4閻×2．5問

瓦屋根

全If】張イ「壁

人谷イr

l廿桁初期（lり∠ミにて隠…一宮）

偶‖町【ノ真の原地区】

2階建　4間×2．51Ⅲ

瓦屋根

全面張石壁

人谷石

14　－



N（）．17

建築叫㈲

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用イ＿i村

N〔118

建築叫澱

所在地

規　　模

屋　　根

壁

佳日イ湘‾

†「〕．19

建築時期

所／l二地

規　　模

屋　　根

壁

偵川石材

卜り．2（）

建築時甘」

所在地

ノき止　　模

屋　　根

将

校J－l－J石材

明治12隼（棟札にて確認）

鶴川町【宮の原地l天】

2階建　4間×2．51日

瓦屋根

全面張石堰

人谷石

明治初期（＝侵ミにて確認）

l江＝川＝【宵の原地区】

2階建：ミ問×2．5111J

トタン屋根

全血弓長イ‾‾「聖

徳次郎石

明泊初期（口伝にて確認）

砥l一刊【宮の厘地区】

2階址・ノ11瑚×2．5問

丸局根

全面張石壁

人谷石

lリ】泊11牛（棟札にて粕淵

砥l：l叶【宮の原地lヰ】

21苛建　4．5川×2．5刑

瓦屋根

仝面張宥牒

大谷イi

15－



トu21

建築時爛

所∵〟地

規　　模

屋　　根

嘩

使用石材

No22

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

快川石材

N（123

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

嘩

使用石村

N〔124

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

嘩

使用イ1材

安政5年（棟札にて確認）

下平＝川けぃド石地lぺ】

2階建　3問×3間

石屋帳

合而張ホ璧

大谷石

安政5年（棟札にて確認）

卜平出町【平石地l去】

2階建　4即×：川l‾」

れ屋椴

全面張イr壁

大？iイイ

lリJ拍手刀期（口伝にて確認）

下ゝl州町【平石地区】

2階建　4岡×2．5閃

イ＿i屋根

全山張石壁

大谷れ

明治初欄（lニ卜伝にて確認）

卜半■■【■■町【平川也lズ】

2階建　3．5l‾ri‾】×2．5閻

瓦犀根

脹イ1月要壁

人省石

16



No．25

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

便柑石材

N（126

建築時期

所在．他

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

Nu27

建築時期

所／」二地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

1r上28

建築畔期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使J‾l‾1イi村

明治初期（lりムにて碓認）

卜平什岬丁【平石地区】

2階建　4間×2．5問

瓦尾根

全面張石壁

入谷石

l仲宿6年（Ll伝にて肺認）

平什■町【平石地区】

2階建　4間×2．5聞

込L屋根

張イ川要壁

不明

弘化4勺二（棟札にて確認）

平川町卜付刷lメニ】

2階建　51Jり×3m

瓦屋根

張イ1腰壁

人谷石

明治3牛（棟札にて確認）

平山町【平イけ由比】

2階建　′1間×2．5間

石屋棍

全面張石壁

入谷石

17一



N（‾上29

建築時別

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用れ材

No．30

建築帖瀾

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使川石村

N（‾）．31

建築時別

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用了i材

hし132

建築時期

所作地

規　　模

尾　　根

壁

使川石材

明消14隼（棟札にて確認）

平出町【平石地は】

2階建　3間×2問

丸屋根

全面顧石壁

人谷ホ

明治15il二　いIkにて確認）

平川町【乎イけ也区】

2階建　4rⅢ×2閻

丸届根

全面張有里

人谷イ＿＿Ⅰ

人保12すl二（墨書にて碑．i忍）

柳l⊥岬丁【平イけ也l互】

Z階建　3．5問×2問

丸局根

全面状イ〔璧

大谷山

明治初鳳（Lりヱミにて借六郎

板戸Ilけ【清原地lぺ】

2階建　Z間×2．5問

丸屋根

張イ川要壁

大谷イf

ー18一



N〔133

踏矧l，用丁

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用右〃

Nn34

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

璧

慄川イーi材

N（135

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

明

快川石〃

Nり．36

建築時期

所／l∴地

規　　模

尾　　根

堅

使用石材

嘉永2隼（棟札にて酢認）

板戸町【清原地区】

2階建　4間×2間

トタン屋根

令l血戦イ「Uた

人谷f一丁

明治10年（棟札にて確認）

板｛町【清原地l去】

2階建　⊥11Ⅲ×21日

瓦犀椴

張石腸壁

人谷石

印J治手刀別（口伝にて催認）

板戸Ilけ【清涼地区】

2隅建　二川り×21Jり

JL尾根

全Ir】献品牒

人谷イ‾丁

明消初潮（l‾恒三にて椎言忍）

仙叩丁【清原地区】

2隅建　2，51了り×2，5閃

瓦屋根

全面張ホ壁

人谷石

－19－



N（137

建築帖㈲

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用イ‖寸

1u．38

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

璧

傍目十「材

N（139

建築時期

所在地

規　　模

斥…　　根

壁

便fll石材

N（）．40

建築時期

所7t地

規　　模

犀　　祖そ

璧

仕用山村

明治15年（口†云にて確言創

板ノ叩」【清原畑ズ】

2階建　3間×2間

瓦屋根

張石腰壁

人谷石

明治2年（棚札にて確認）

l∵篭御り■【消原地区】

2階辿：うl晋1×21日

トタン屋根

張石膜壁

人谷ホ

明治15隼（棟札にて確認）

刈汀押丁【消原地区】

21階建　3聞×2問

丸尾根

梢イ川要壁

大谷石

lり‾】冶11イl▲（柚札にて確認）

1‘1■下町【消1泉地【ズ】

2階建　3間×2問

丸尾根

全面梢イーi壁

大谷れ

20



N（141

建築畔別

所在地

規　　ノ慎

屋　　根

壁

使用イi材

N（〕．42

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使川石材

N（143

建築時期

〃斤任地

規　　模

屋　　根

嘩

使用石材

No．44

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用イi材

江戸末期（U伝にて確認）

道場栢町【清規地区】

2階建　31～＿り×21J＿lJ

JL屋根

仝血張子f壁

大谷イi

明治初期（l】伝にて確認）

道場宿l叩【消JljU也区】

21楷建　2ふ間×2間

瓦屋根

全面張ホ聖

し．．ナ1

明折11年（棟木Lにて確認）

道場宿町【清原地区】

2階建　3聞×2問

丸屈根

張石順鞘

入谷石

l伸治14年（棟札にて確認）

道場宿明【清原地区】

2階建　3聞×2．5問

丸尾根

全面損石壁

大谷オて

ー21－



1し145

建築時期

凸l′l．咄

規　　模

屋　　根

甲≡

使用｛村

Nr146

建築時澱

所／上地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

1n47

建築Ilゝ1濁】

〃斤在地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

Nり．48

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使川イ汗イ

明清元午（棟札にて確認）

野高石Ilけ【清規地区】

2階建：5間×2問

石屋根（】1タンで覆われる）

張石腰明

人谷石

明治元隼（∩伝にて確認）

氷竃町【清原地区】

2階建　3．5閉×21Jり

丸尾根

張イ川要壁

大谷石

lリ1冶机則（l＿l†去にて確認）

満美穴岬」’【清原地lメニ】

2階建；3間×2間

瓦屋根

脹ホ腰世

人谷石

明治初爛（l‾1伝にて確認）

＿上桑最町【瑞穂抑也区】

2隅建　417j】×3問

丸尾根

張イ川要聖

人谷イ＿r

－22



N（ユ49

建築時瀾

所√l三地

規　　模

悍　　板

壁

使用石材

Nn50

建築l根羽

所在地

規　　模

犀⊆＋ノ根

璧

他用石材

べn51

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用イイ村

N〔152

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石村

明治初期（l＿l仁王にて確認）

西刑部町【瑞穂野地区】

2階建　4間×3間

瓦屋根

全面張イ＿i壁

大谷イi

明治初期（l＿りムにて確認）

西刑部町【瑞穂野地区】

2階建　6ロー」×3閻

瓦屋根

全面張石聖

人谷石

7tノイ後期（口伝にて碓認）

東刑部町【瑞穂野地区】

2階建　こう岡×2問

丸屋根

全面張石曜

人谷石

［リj治初期（11kにて確認）

東刑部町【鞘穂野地lヌ】

2階建　311リ×2問

瓦屋根

全面張イi壁

大谷石

23



ト〔153

建築時牒

所　在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

Nr）．54

建築時別

所／1三地

プ4且　　根

尾　　棍

壁

使用石材

1（ユ55

建築時期

〃斤　在地

規　　模

屋　　根

璧

イ剰口石材

1u56

姐矧昭一田

所在地

規　　模

屋　　根

旦’巨

便II＝＿i材

明消初期（l‾りムにて確認）

東刑部町【瑞穂野地区】

2階建　3間×2問

丸尾根

仝面張石壁

人谷石

明治初矧（口伝にて確認）

‾栗木代町【瑞聴野地区】

2階建　6間×3問

丸尾根

全面張イr壁

大谷山

慶応こ川＝・（煉札にて確認）

i‘‡曽町【豊郷地は】

2階建　3．引用×2問

トタン屋根

全面張付㌍

人谷石

仏化2年（l＿＿l伝にて確認）

岩■即‖」‘ほ郷地lぺ】

2階建　3．5閻×2間

トタン屋根

全面張石壁

人谷イi

－24－



1（：九57

建築畔期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使川石材

N〔158

建築時期

所在地

規　　模

局　　根

明

使用石材

1（159

建築叫澱

所／【三地

l．l．1　巨

屋　　根

壁

使用れ材

Nu60

建築時期

所〝地

規　　模

屋　　根

璧

使用石材

寵永2年（棟札にて確認）

岩田町【豊郷地区】

2階建；3問×2閻

石屋棍

全血張石壁

人谷ヰイ

明治10年（棟札にて確認）

岩【と叩丁【望郷l地区】

2階建　5間×2．5間

瓦尾根

張右膝明

大谷石

l伸治ノ亡隼（柚札にて確認）

岩曽l叶【豊郷地は】

2階建　3．5問×2．5けIJ

トタン屋根

全面積石壁

人谷石

明治11牛（糠札にて確認）

岩■卸町【門郷地直二】

2階建　4問×2．5同

瓦屋根

全面張石璧

大谷十i
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ト0．61

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用イ1材

N（＿〉．62

建築時≠

所在地

規　　模

尾　　根

堰

使用石材

ト〔163

建築Ilj瀾］

所†王地

規　　模

尾　　根

壁

便川イi材

N（〕．64

建築時期

所在地

規　　模

犀　　根

壁

使用｛材

安政4年（棟札にて確認）

岩本町【豊郷地区】

Z隅址　4l‾邑】×2閻

瓦屋根

根れ腰増

大谷イーi

文久：川二（棚札にて碓認）

川†フ叩J■【豊郷地区】

2階建　3間×2間

ホ届根

全l白傾石壁

人谷石

明治5隼（棟札にて確認）

川俣叫【豊郷地iメ】

2階建　3間×2F～－り

丸尾根

1㍉rli砿イi璧

大谷イ了

明治9年（l‾‾り云にて確認）

川俣町【鷺郷地区】

2階建　3問×2聞

トタン屋根

張石腰間

人谷ホ

－26－



1（‾165

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用れ材

N（166

建築時湖

所在地

規　　模

屋　　根

増

便用石材

No．67

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使川石材

N（ユ68

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石刃

明治10年（棟札にて確認）

川俣町【豊郷地区】

Z階建　3間×2問

丸尾根

全面張ホ壁

大谷石

嘉永2年（棟札にて確認）

丸谷l叶【豊郷地lズ】

2階建　4．5聞×2間

トタン屋根

張ホ腰壁

大君石

明治10午（l‾】伝にて碓孟幻

瓦谷町【豊郷地区】

2階建：川封×2問

丸屋根

全面張石鞘

人谷石

明治1n牛（∪伝にて確認）

瓦谷町【豊郷町】

2階建　3．5間×2．5問

石屋根

全面張れ璧

大谷オて



Nu69

建築時期

所／〔地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

Nn．70

建築時側

所在地

規　　模

屋　　根

璧

使用石材

N化71

建築時期

1i斤在∴他

規　　模

尾　　根

壁

使用イi材

N（172

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

増

便用石材

明治9年（棟札にて確認）

瓦谷町【豊郷地区】

2階建　3．5間×2間

瓦屋根

全面張石壁

人谷石

明泊9隼（棟札にて確認）

瓦谷町【牲郷地区】

2階建；3間×2間

瓦尾根

全面張石髄

人谷石

明治10年（棟札にて確認）

下川俣町【豊郷地区】

2階建　5間×2．5間

瓦屋根

全面張石壁

人谷石

lリ1泊4咋・（柚札にて確認）

下川俣町【豊郷地区】

2階建　4間×3問

丸尾根

全面張ポ壁

大谷れ

－28－



No．73

建築時期

所在∴他

規　　機

屋　　棍

根

性川石村

Nn74

建築叫周］

所在地

規　　模

屋　　根

璧

使用石村

Nn75

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

N〔176

建築昭博

所在地

規　　模

尾　　根

壁

慄川イ＿i村

明治10年（盟こ封二て確認）

卜川俣町【盟邪地区】

2階建　3，8聞×2間

瓦屋根

全面張石嘩

大谷石

慶応ノ亡午（文＃にて確認）

l乳卿町【豊郷地区】

21階建　3．8間×2間

ホノ≠根

全曲張石壁

入谷れ

叫1治5隼（l】†ムにて確認）

l乳鋸削【豊郷地lズ】

2階建　4問×2，51日

丸尾根

令面張山里

大谷イi

明治15年（械札にて確認）

関脚町【豊郷地区】

21管建　こうl凸」×2間

瓦屋根

弓長石膜壁

人手i十i
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Nr177

建築時別

所在地

規　　模

屋　　根

曜

偵川石村

1（178

建築lけ期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用イi材

N（ユ79

建築時期

所〟地

規　　模

尾　　根

壁

使用心材

N（1．80

建築時潮

所‡‾E地

規　　模

屋　　根

壁

使川石材

明治8年（棟札にて確認）

関堀町【豊郷地区】

2階建　3．5間×2．5問

丸犀根

全面張イi壁

大谷イJ

l肘冶10年（∪†ェこにて確認）

長剛‖J‘【豊郷町】

2階建　5閃×3問

石屋撮

張｛膜壁

人谷石

明治10年（棟札にて確認）

長l榔町【駄郷地垣】

2階建　2．5†告】×2間

トタンJ石板

全面張石壁

人谷子イ

明汗‖　0年（口伝にて確認）

岩原町【用木地区】

2階建　3同×2閃

石屋根

全面扉石喋

入谷石

30一



N〔181

建築Il引田

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

Nu82

建築畔別

所在地

規　　傾

屋　　根

壁

使用千i材

Nm83

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

Nn84

建築時別

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使日石材

明治5年（l‾り云にて確認）

宜木2J一目【川本地区】

2階建　4，5閻×2．5間

瓦屋根

張千川姿壁

人谷有

克永4年（棟札にて確認）

新町H」‘【国本地区】

2階建　4問×2間

石尾根

全面張石壁

＃沢石

l伸治15隼（黒．」‡にて確認）

新里町【国庫地lメ】

2階建　4間×2問

イ苗う根

全面張イi壁

寺沢了i

明治15年（棟札にて確認）

新里判■【国本地区】

2階建　41帯】×2．5間

れ屋根

全曲弓長石壁

寺沢イi

一31－



Nrユ85

建築Ilゝ11期

所／【ミ地

規　　模

屋　　根

壁

使月托葎オ

Nr186

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

㍉（187

建築時期

所在地

規　　模

J室　　根

壁

使川れ村

N〔188

建築時期

所／l三地

規　　模

尾　　根

璧

使用石材

明治4年（傾札にて確認）

新里町【岡本地区】

2階建　3．5間×2．5問

瓦屋根

全面張石嘩

不明

明治8午（柚木Lにて確認）

新里町帖体地区】

2階建　3．5間×21用

心屋根

全曲積れ壁

中野れ

江戸木欄（Lり上三にて確認）

新里町【岡本地区】

2階建　3，5間×2．2間

イJ尾根

全面張｛璧

Il岬手パ

明治4年（棟札にて碑認）

新里Ilけ‖可本地区】

2階建　5間×2刷

れ屋根

全曲弓長イ灘

i二川fl

一32　－



N（189

建築時期

所在地

ノ見　　模

屋　　根

哩

使用れ材

Nn90

建築時瑚

所石三地

規　　模

尾　　根

壁

使用｛材

N〔191

建築町側

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使川イーF村

N（192

建築時期

所在地

規　　模

J三三　　棍

嘩

便川石材

l明治初爛（口伝にて確認）

新里町【国本地区】

2階建　4間×2．5剛

石屋根

全面張イーi璧

大谷石

明治8年（文1期二て確認）

新「即l」◆【l上】本地lズ】

2階建　4間×2．5間

トタン尾根

仝l巾村主石壁

不lリ1

明治10年（＝伝にて確認）

新甲l叶【田本地区】

2階建　3．5「け1×2．5旧‾1

瓦屋根

全面張石壁

徳次郎ホ

安政2隼（椀札にて確認）

新里町【川本地区】

21笥建　4問×21和

瓦届根

全面張イi壁

寺沢イi
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No．93

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用イーi桐‘

N〔194

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

璧

使用市村

N（195

建築時期

所∵在地

規　　模

屈　　根

壁

使用石材

Nr）．96

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

明治4隼（棟札にて確認）

新里町【国本地lズ】

2階建　4間×3間

瓦屋根

全面張石壁

一一戸沢ホ

明治初期（＝†ムにて確認）

新＿里町【【］言l木地区】

2階建　3．5憫×2．5閻

瓦犀椴

全面張石壁

徳次郎石

明治8年（棟札にて確認）

大谷町【城山地区】

2隅建　3同×2「B了

石屋根

全面張石壁

人谷石

明治15隼（棟札にて確認）

人谷町【城山地区】

2階建　3．5間×2間

石屋根

全面張イ＿i壁

大谷了了
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ト（197

建築時期

所在地

規　　模

屋　　棍

壁

使用石材

N（：198

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用ホ材

Nn99

建築畔期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用十i村

Nり．100

建築時期

所在地

規　　ヰ莫

屋　　根

壁

使用石材

明治5年（棟木Lにて確認）

駒丑町【城‖l地l去】

2階建　3間×2間

瓦屋根

令l摘長石壁

人谷石

明治5年（恩J封こて確認）

胸／仁叫－【城山地区】

2階建　5【J－り×2問

瓦屋根

張ホ腸壁

入谷石

明治10午（塁出にて確認）

l」二∩こ町【城Ill地区】

2隅蛙　4間×2．5間

トタン屋根

全面張石鞘

「T】‾lこ石

削泊10牛（∪伝にて酢認）

m下町【城l【l地区】

2階建　3．5間×2．5問

丸尾根

全面張石壁

大谷れ



N（1101

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

嘩

使用石材

1〔1102

建築帖潮

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使川れ材

No．103

建築時期

所／t地

規　　模

屋　　根

壁

使用√汗イ

Nn．104

建築時期

所在地

規　　模

犀　　根

璧

使用心材

朋治15年（棟札にて確認）

田下町【城山地区】

2階建　3間×2間

トタン屋根

全面張石囁

大谷石

明治12隼（稚札にて確認）

＝野町【城‥l地区】

2階建　6閉×3問

丸尾根

仝血張イi壁

‖1てイて

明治8年（棟木Lにて確認）

「椚岬町【峨l【l地区】

21衛建　3間×2問

瓦屋根

張右傾即

日ドイ「

明治4年（私書にて確認）

福岡町【城山地区】

2階建　3問×2l＝H】

石尾根

全面張イi壁

大硲石
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NnlO5

建築時期

♪斤在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

No．106

建築時期

所／l∴地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

Nし1107

建築時期

所／」二地

規　　模

尾　　根

壁

使用イ＿了材

NnlO8

建築時爛

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

江戸末期（L＝云にて確認）

大網町【‘南屈地区】

2階建　3間×2間

石屋根

全面張石壁

徳次郎石

明治初期（lり云にて確認）

⊥横倉町【苫屋地区】

2階建　3．5間×2．5間

石屋根

腰以上張石壁

徳次郎石

明治初期（口†云にて確認）

⊥横倉町陣屋地区】

2階建　2聞×1．5問

石屋棍

腰以上張石壁

徳次郎石

江戸末期（日伝にて確認）

L横倉町【富犀地区】

2階建　3間×2同

寸て屋根

全面張石壁

徳次郎イi
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Nり．109

建築Ul瀾l

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用れ材

NqllO

建築時期

所∵在地

規　　模

尾　　根

璧

使用イ1材

卜nlll

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用ホ材

N〔d12

建築時期

所∵在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

lリー1治ノ亡隼（糠札にて確認）

L横倉町【富屋地区】

2階建　3間×2間

ホ屋根

全面張石壁

徳次郎右

嘉永3隼（棟札にて確認）

上横倉町【富屋地【曳】

2階建　3間×2l‾Fり

石尾根

全面張石壁

徳次鄭木i

明治初期（l＝⊥ミにて確認）

下横倉町【冨屋地区】

2階建：う間×2間

石屋椴

全面張れ壁

徳次郎宥

明治初期（口伝にて確認）

下横倉町【㍍犀地区】

2階建　3間×2間

】一夕ン尾根

全面張イi壁

徳次邸石
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Noユ13

建築時期

所∵在地

規　　模

尾　　根

璧

使用石村

N〔1114

建築畔瀾

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

N（1115

建築時期

所在地

規　　模

届　　板

壁

使用石材

1（1116

建築時別

所在地

規　　模

屋　　根

嗜

便H」石材

明治初期（l‾り∠主にて確認）

徳次郎町【富屋地区】

2階建　3間×2間

瓦屋根

全l両梢イ＿i壁

徳次郎石

冤政3年（棟札にて確認）

徳次郎町【富J露地lズニ】

2階建　3問×2l‾iり

丸屋根

全曲梢石壁

徳次郎ホ

明治10年（∩伝にて確認）

徳次郎町【冨屋地区】

2階建　こう間×2間

イi屋根

全面脹イi壁

徳次郎パ

明治：う隼（文制二て確認）

徳次郎町【冨刷也区】

2借建　4ドl】×3開

村号室根

仝l自l張石壁

徳次郎石
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N（1117

建築帖期

所在地

規　　模

Jぅ呈　　根

壁

イむl‾】石村

N（1118

建築時期

所在地

規　　模

ノぷ　　根

哨

位相石村

Nt上119

建築畔灘

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使川石材

11u120

建築峠期

所在地

規　　順

屋　　根

壁

使用イ調‾

明治初期（l＿事伝にて確認）

徳次郎町【富局地区】

2階建　5問×3間

石屋板

張十川安壁

徳次郎ホ

岬」汗i5年・（棟木Lにて確認）

徳次郎町【1・封基地区】

2階建　4問×2間

石局根

全面張石嘩

徳次郎石

明治2隼（棟札にて確認）

徳次郎町【富局地区】

2隅建　4聞×31Ⅲ

石屋根

全l山積石嘩

徳次郎石

明泊初期（棟札にて確認）

徳次郎町【富局地区】

2階建　3間×2間

石屋根

仝面張イ＿r壁

徳次郎イi
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Nn121

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

N〔1122

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

便川石材

Nu123

建築時期

所√L地

規　　模

尾　　根

壁

便周れ材

No．124

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

璧

使川心材

明治初期（∪伝にて碓認）

徳次郎町【苫屋地区】

2階建　3間×2間

石屋根

全面張石壁

大谷石

明治12年（棟札にて確認）

徳次郎町【宿屋地区】

2階建；3間×2間

石尾根

全面張ホ壁

徳次郎石

l明治15年い＿けェこにて確認）

篠井町【篠升地【メニ】

2階建　2．51Fl】×2閉

れ屋根

全曲張ホ壁

円1‾l石

慶応年間（【1伝にて確認）

鷺の谷町【姿川地区】

2階建　4間×3問

丸屋根

仝而張石壁

人谷石
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Nn125

建築畔㈲

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

N〔止26

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

璧

使用石材

Nm127

建築畔期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使J」－】石材

N（1128

建築時期

〃斤在地

規　　柏

屋　　板

壁

使用石材

明治初期（口伝にて確認）

‾F▲欠町【姿川地区】

Z階建　4間×2．5問

llタン屋根

全面張石壁

人谷石

明治初期（U†ムにて確認）

ll■欠lllJ‘【姿川地lズ】

2階建　4間×2．5間

llタンノ・封艮

仝l伸張イi壁

不lリ‾J

明治初期（11伝にて確認）

下根上町【姿川地区】

2階建　4間×2．5問

丸屋根

全面張石里

人谷石

京永年閃（し＿り云にて碓認）

下砥上町【姿川地区】

2階建　3間×2，5間

イi屋根

張石腰壁

大谷石

虔卜竃－・二＿一一ニー■r－．臍■也b－「山一－「“・¶昔一丸▲γノ〃／－‘ご‘′
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Nn129

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

Nn130

建築時爛

所∵在地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

Nn131

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

No．132

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

璧

使用石材

慶応年間（口伝にて確認）

ド砥仁町【姿川地区】

21階建　3間×二う問

丸屋根

全面張石耶

人谷右

明治10年（llkにて確認）

下碩上町【姿川地区】

2階建　5間×3間

瓦屋根

全面張イf壁

大谷石

l明治（川二（口伝にて確認）

仲川円本町【要川地区】

2階建　5川×3問

丸屋根

張石腰壁

大谷石

明治初期（lり∠三にて確認）

仰Il出本町【姿川地区】

21宅建　5間×3問

丸尾根

張ホ腰壁

大谷イて



No．133

建築時側

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用イ＝i材

N〔止34

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

璧

使用石材

N〔1135

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

璧

使用石材

N〔止36

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

便月汀r材

明治初期（口伝にて確認）

西川田本町【安川地区】

2階建　3聞×2問

丸尾根

張右膝壁

大谷イて

明治13年（棟札にて確認）

押璽‖封本町【姿川地lズ】

2階建　5間×3間

瓦屋根

全面張fイ壁

人谷石

明消初期（＝kにて確認）

西川口」町【姿川地区】

2階建　3閉×2問

丸尾根

全面私’重石壁

人谷石

明治初期（口伝にて確認）

擢円町【姿川地区】

2階建　4間×2．51瑚

瓦屋根

張石腰堰

大谷れ
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N（〕ユ37

建築時期

〔斤／－〔地

規　　模

屋　　根

堅

使用石材

N〔1138

建築畔期

所在∴地

規　　模

尾　　根

軍．さ

仙川石材

N（‾）．139

建築時別

所ハミ地

規　　模

屋　　根

曜

使用オ了材

N（ユ140

建築時期

所／l三地

規　　模

屋　　根

ゝ：：・・

快用石材

明泊初潮（l＿＿l伝にて確認）

矧川町【姿川地区】

2階建　4間×31Jり

瓦屋根

脹イ＿＿川要璧

人谷石

明治7年（棟札にて確認）

駆出町【姿川地区】

2階建　3．5間×2．5問

瓦犀根

張石腰壁

人谷イi

明治10年（文コ封二て確認）

雀の宮3」▲目【雀宮地区】

2隅址　4間×3問

llタン屋根

全面楕石壁

人谷石

明泊初期（l】fムにて確認）

東7叩丁【雀宮地区】

Z階建　3．5間×2間

瓦屋根

全面張イi壁

人谷石
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Nn．141

建築畔期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

N（1142

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

No．143

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

璧

使川石材

N〔d44

建築時別

所石三地

規　　模

尾　　根

壁

使用イi材

明治10年（口伝にて確認）

東谷町【雀宮地区】

Z階建：川り×2帆

トタン屋根

全面張石壁

大谷石

明治8咋（棚札にて確認）

中．馴J■【雀宮地lズ1

2階建　4閃×2．5m

丸尾根

張右傾壁

大谷｛

明治11年（棟札にて確認）

巾畠町【雀宮地区】

2階建　3，5間×2．5間

瓦屋根

全面張石壁

入谷石

明治期欄（口伝にて碓認）

針ヶ谷町【雀宮地区】

2階建　6問×2．5問

丸屋根

張石腰曜

人谷石
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1n145

建築時期

所／亡地

規　　模

尾　　根

壁

使用心材

Nn146

建築畔欄

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

明治8年（ll†ェこにて確認）

茂原町【雀宮地区】

2階建　3．5閏×2問

丸屋根

全曲張れ璧

人谷ホ

町】冶8年・（墨卦二て確認）

茂原町【雀宮地区】

2階建　4問×3問

丸犀根

仝両顧石壁

大谷石
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V市内に所在する石造の主屋
Nul

建築時㈲　　昭利2年（∪伝にて確認）

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用イ調‘

Nn2

建築時期

所／l三地

規　　順

屋　　根

璧

使川石材

N（ユニう

建築的㈲

所√l三地

規　　模

屋　　根

壁

使用パ材

しl

建築時期

所　ノ王地

規　　模

届　　根

嘩

仕J†J石材

峰3‾r日【陽東地区】

2階建　4．5問×4問

トタン屋根

令面粗一佑登

大谷イi

ll糾U7亡牛（l恒三にて確認）

岩原‖け【l土】本地lズ】

2階建　4間×2間

llタン屋根

仝両輪【jイ1蟹

人谷石

lリJ汗r45fl二（文苫にて再払i郎

新＿l：Ⅰ＿叩丁【日本地区】

2階建　4．5肌×3．5剛

瓦犀根

令面梢石壁

＃沢ハ

明泊18年（口伝にて確認）

断＿n町【回木地区】

2隅址　4．5聞×31凸J

此局根

全面張石嘩

Il岬千石
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Nn5

建築畔期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

し・■・

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

増

便用石材

No．7

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使川れ材

トu8

建築時期

所イL地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

明治8年（文こ封二て確認）

徳次郎町【富屋地区】

2階建　5間×5問

瓦屋根

全面張石壁

徳次郎町

人正F，H℃（I＿＿けムにて確言忍）

徳次郎町【富屋地区】

2階建　7．5間×3．5岡

瓦屋根

全面桔石壁

不明

不明

徳次郎判■【富境地区】

2階建　6間×5間

瓦屋根

全曲梢石壁

徳次郎石

昭和4年（lりユこにて確認）

下欠町【姿川地区】

2階建　5間×5問

丸屈根

全面麒イr壁

大谷モーF
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Ⅵ市内に所在する石造門
No．1

建築時別

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

N（12

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

No．3

建築時期

〃斤在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

明治中頃（口伝にて確認）

石井町【陽東地l頁】

平屋乏至　8間×2間

瓦屋根

全面張石壁

人？i石

明治中頃（∩伝にて確認）

峰1丁目【陽東地区】

平屋建10間×3間

瓦尾根

張石腰堪

人谷石

別治25年（口伝にて確認）

下砥⊥町【宮の原地区】

平屋建　9聞×21闘

瓦屋根

張石腰堰

大谷石

Nu4

建築時期　　明治中頃（lり云にて確認）

所在地　　卜砥土Ilけ【宮の故地区】

規　　模　　平屋建10間×2．5問

屋　　根　　瓦尾根

璧　　　碇石腰壁

使用石材　　大谷イi
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No．5

建築時期

所／1三地

規　　模

屋　　程

璧

使用石材

N（16

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

N〔17

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

Nu8

建築時期

所∵在地

規　　模

屋　　根

璧

使用石材

明治巾頃（口†云にて確認）

鶴酬け【営の原地区】

平屋建　9問×2間

瓦屋根

全面積ホ壁

大谷石

明治中頃（∩伝にて確認）

礁＿仁町【宮の原地区】

平屋建　9間×2．5問

丸屋根

張右膝壁

イ叩］

明治：i5年（∩†∠こにて確認）

砥上町【宮の原地区】

平屋建10問×2間

瓦屋根

積イ「月要璧

大谷イイ

人」」三5年（口伝にて確認）

下平出川」■卜lヱ石地区】

ヤ犀建10岡×3間

トタン尾根

積石腰壁

徳次郎石
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Nr）．9

建築時別

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用れ材

NulO

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

ト（111

建築時期

所在地

規　　柏

屋　　椒

囁

使用石材

N（112

建築的㈲

所手仁地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

rl冊‖15隼（l‾り云にて確認）

卜平出町【平石地区】

平屋建　8間×2間

，虹屋ノ限

張石腰壁

大谷石

明治30il二（＝毎にて確認）

平＝町【平心地区】

1ド犀鐘12問×2間

瓦岸根

積右膝壁

大谷石

明治時代（l＿】伝にて碓認）

il乙出町【平石地区】

平尾建10問×2間

瓦屋根

桔石膜壁

大谷石

明治中頃（∩†ムにて確認）

平川町【平了て地区】

平屋建12間×2．51rlj

瓦屋根

鵜ホ腰璧

人谷石
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ヾ＿l．ミ

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用イi材

N〔114

建築時期

所在地

規　　糟

屋　　板

壁

使用イゴ材

N〔止5

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

No．16

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用れ材

大1トニ初期（口伝にて確認）

一冊伸＝廿石地区】

平尾建12間×2問

丸尾根

張石腰壁

大谷イi

戦前（l‾l伝にて確認）

平出l叩【平石地区】

平屋建12間×2．5間

瓦屋根

弓長石腰壁

大谷ホ

昭利15年（ll伝にて碓認）

平山町【平れ地区】

平屋建12間×3．5問

丸尾根

損石腰壁

大谷石

明治：う5了l二（口伝にて確詔）

上篭谷町【清原地区】

申2階建　8問×1問

丸屈慮

積石腰壁

大谷石



No．17

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

璧

使用石材

N〔118

建築時開

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

No19

建築時期

所ノIi地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

No．20

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

大明年間（口伝にて確認）

錨山町【清原地区】

2Ⅰ苛建10問×2．5問

丸屈租

税石膜壁

大谷石

明治8年（丈劃二て確認）

新里町【田本地区】

平尾建　9同×2問

瓦屋根

積イ＿川変壁

イく明

明治8年（触札にて確認）

新里町【田本地区】

平屋建　8間×2問

丸屋根

全曲張石壁

人谷石

明治31隼（棟札にて確認）

下荒針町【城l＿1＿1地lズ】

平屋建111苗×2．5間

瓦屋根

全面張石壁

大谷石
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No＿21

建築時期

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

Nn22

建築的澱

所在地

規　　模

屋　　根

哩

使用石材

Yし）．23

建築時期

所イ」二地

規　　模

尾　　根

哩

使用右側

No．24

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

璧

使用心材

別治2年（＝kにて確認）

福l司町【城山地区】

平屋建11間×2．5問

瓦屋根

張石腰壁

大谷れ

l町泊25てl二（□†ムにて確認）

福岡閃■【城Ilけ也lメニ】

平屋建10問×3．5椚J

丸尾根

非行剥俊堅

田下ホ

明治元年1十直にて確認）

l二横捌け【宮尾地lメ】

－1埼遁ぎ　6聞×1．5同

瓦屋根

張石膜壁

徳次郎ホ

弘化年間（口伝にて確認）

鷺の谷l】け【愛川地区】

平屋建　8開×：う岡

銅板屋根

張石腰嘩

人谷石
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N〔125

建築時矧

所在地

規　　模

尾　　根

壁

使用石材

N〔126

建築時期

所在地

規　　模

屋　　根

璧

使川石材

Nu27

建築時爛

所在地

規　　模

屋　　根

壁

使用石材

Nn28

建築峠別

所／l三地

規　　模

尾　　根

璧

使用イi材

明治初期（口伝にて確認）

下地ヒ町【姿川地区】

平屋建12間×4間

瓦屋根

桜石腰壁

人谷石

江戸時代（U†よにて確言ぷ）

卜砥上吋【姿川地区】

－1i屋延　8間×2問

瓦屋根

張ホ腰壁

大谷石

明治40年（ll伝にて確認）

下購上町【姿川地区】

平屋延　9間×ニう間

瓦屋根

張石腰鞘

人谷イ＿F

明舐り7年（口伝にて確認）

西川m本町【姿川地区】

平屋建10開×2．5閉

丸尾根

積†川要璧

大谷石



あ　と　が　き

宇都宮1】f教育委員会では身近な生酒の中にテーマを求め，文化財シリーズを発刊してきま

したtl今回，第15号として「宇都宮の石造建造物」を，関係者の〟々のご協力・ご指導に

より川行することができました。ここに厚くお礼巾し上げます。

天明18年（1788）に江「薗凧の巡見使に随行した古川古松軒は『東遊維記』の巾で．

′戸部宮の印象を次のように記しています。

「この辺りは右のやわらかなるありて，それを瓦の如く削りなして，堂塔の屋根に葺くな

り，他団にはなき石なり。」

また∴克政10年（1789）発行のぎ口本山海凶絵』では，

「（豊島石の）石埋は．れ裔のあつまり凝たるがごとし，浮石に似て石理あらきなり．放

水－i恵などに製しては水滴りて保ことなし，されど火に触れては損壊せず。‥　　卜野で一用；

宮にだせるもの此の石に似て．少しは美なり（，」

iJT川古松射の‖には相国と比較して，苧葺尾根の小郡唇の町－1丘みの巾にあって．人谷石で貴

かれた寺院が印象づけられ，人谷村ま有印は荒いが．耐火性もあり，美しいものとして映っ

たようです。

しかし，時の流れと共に石造建造物は次第にその姿を変えたり，消滅したりしているのが

現状です。今l‖】の調査でも，かつては右葺局般だったものが．瓦葺や】ゝタン張りに変わった

という報告が数多くありました。

ホ造建造物の現況を調査し．言己紬二残すことをl川勺に本州rを締傑しましたが，数多くあ

る√i造建造物ですから，いくつかの調奄もれがあるかもしれません〔今後も引き続き調査を

行っていくつもりですので．関係各f－1の更なるご指導・ご鞭捷を心からお願いり」しあげます〈」

一57－



文化財愛護シンボルマークについて

字　ニのマークは文化陣風闇封削）・喘とLて【l侶‖】l什
三＝に定められたも♂）で．ひろげたIll】りfのr，のひらの

日夕ーンによってIl本建築〃）車■要な■要ヰ；であるごl・程‡ぴ）

イ十－ソを長わし，二れを　二∴j巾ねることにより文化l【1■とt－う1＿（扶

の退座を週よ▲現〃▲木来へとノJく速に†∠こ／」ミしていくという愛．‡柳■i朴

を吸微したものです

ll（成り勺ニー：うIl発h

宇都宮の石造建造物

ヲ巨　iJ‾－　　一j‾：椰Jl・・rl行教ffをLさ‡：

うIl　リミ　　ノj‾：削ご川f教†」ゝ黍Lユニミ丈化．i県

l‥川所　　サンソリ　ント株」1こ余1ヒ



苧
文化財愛護
シンボルマーク

文化財シリーズ第15号


